
４
月
の
「
集
中
授
業
」
か

ら
始
ま
っ
た
道
具
つ
く
り
、

図
面
理
解
、
墨
付
け
、
基
本

的
な
継
手
・
仕
口
の
加
工
の

総
復
習
課
題
が
「
カ
レ
ッ
ジ

フ
レ
ー
ム
」
で
す
。
最
終
回

の
授
業
日
（
6
月
21
日
）
に

18
人
全
員
が
完
成
さ
せ
ま
し

た
。
数
人
は
放
課
後
も
使
っ

て
作
り
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
課
題
で
は
、
建
築
で

何
が
一
番
大
切
か
、
学
び
ま

し
た
。
与
え
ら
れ
た
図
面
を

正
確
に
理
解
し
、
精
度
の
高

い
墨
付
け
と
加
工
が
行
わ
れ

る
こ
と
。
最
高
の
状
態
の
道

具
を
使
う
こ
と
。
ス
ピ
ー
ド

と
共
に
、
美
し
さ
に
も
気
を

配
る
こ
と
。
そ
し
て
期
日
に

間
に
合
わ
せ
る
こ
と
な
ど
で

す
。

「
サ
シ
ガ
ネ
と
墨
差
し
の
使

い
方
を
今
一
度
訓
練
し
て
精

度
を
上
げ
た
い
。
組
み
上
げ

た
喜
び
は
ひ
と
し
お
だ
っ
た

が
満
足
で
き
て
い
な
い
」

「
組
む
こ
と
は
で
き
た
。
出

来
が
悪
く
て
嫌
に
な
る
。
課

題
が
た
く
さ
ん
見
つ
か
っ
た

の
で
改
善
し
て
い
く
。
特
に

鎌
継
手
が
緩
く
な
り
寸
法
も

合
わ
な
か
っ
た
。
墨
付
け
時

点
か
ら
正
確
に
作
業
し
た
い
」

（
当
日
の
「
日
報
」
か
ら
）

こ
れ
ら
は
建
築
の
す
べ
て

に
通
底
す
る
気
づ
き
で
し
ょ

う
。
部
分
の
精
度
の
大
切
さ

に
つ
い
て
は
、
建
築
中
の
高

層
複
合
ビ
ル
を
鉄
骨
の
精

度
不
良
の
発
覚
で
解
体
し

て
建
て
直
す
こ
と
に
な
っ

た
事
件
を
思
い
出
し
ま
す
。

２
０
２
３
年
３
月
に
大
成

建
設
が
公
表
し
た
札
幌
市

の
事
件
で
す
（
右
写
真＝

共
同
通
信
）
。

と
も
あ
れ
、
第
30
期
生

は
秋
冬
の
実
習
棟
実
習
に

向
け
て
、
た
く
さ
ん
の
気

づ
き
を
得
ま
し
た
。
反
省

点
の
自
覚
を
含
め
て
一
歩

一
歩
成
長
し
て
い
ま
す
。
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東京建築カレッジ

授業見学
大歓迎！

建築の本質を体感する実技課題
「カレッジ フレーム」とは

本
校
の
校
舎
は
池

袋
校
舎
と
江
東
実
習

場
。
し
か
し
江
東
実

習
場
の
１
階
「
実
習

場
」
に
エ
ア
コ
ン
設

備
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
一
部
の
授
業
を
除

き
、
７
・
８
月
は
池
袋
校
舎

を
使
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す

▼
野
外
や
室
内
で
も
高
温
な

環
境
で
作
業
せ
ざ
る
を
え
な

い
建
設
業
に
と
っ
て
過
酷
な

日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。
今

年
６
月
か
ら
職
場
に
お
け
る

熱
中
症
対
策
が
罰
則
付
き
で

義
務
化
さ
れ
ま
し
た
が
、

「
暑
さ
指
数
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
を

気
に
し
て
い
た
ら
仕
事
は
進

ま
な
い
」
と
い
う
本
音
も
。

と
は
い
え
、
倒
れ
る
人
が
出

て
は
困
る
の
で
、
ほ
と
ん
ど

の
工
務
店
は
対
策
を
強
め
て

い
ま
す
▼
し
か
し
小
規
模
工

務
店
が
多
い
業
界
で
す
。
対

策
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
７
月
１
日
か

ら
猛
暑
日
の
働
き
方
で
新
た

な
政
令
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

建
設
業
の
「
気
象
に
よ
る
休

業
」
に
は
政
府
補
償
で
手
当

を
出
す
そ
う
で
す
。
日
本
で

も
、
猛
暑
の
中
で
働
く
人
を

守
る
公
的
な
対
策
や
制
度
が

必
要
で
す
。

規矩準縄勾

精度不良が発覚し解体す
ることになったビル

全国建設労働組合総連合
（全建総連）が主催する、「第
53回全国職業訓練生及び講師・
実務担当者交流集会」（6月12
日・13日、群馬県安中市・磯
部温泉）のミニ弁論大会で本校
2年生（第29期生）の田邉琢磨
さん（建築大工、相羽建設㈱）
が最優秀賞を受賞しました。発
言内容の一部を紹介します。

「（東京建築カレッジの）座
学では昔の古民家を学ぶ上で、
快適な暮らしを最小限の資源で
創るという夢ができました。現
代の建築は資源を多く使い、早
いうちに捨ててしまっています。
その捨てた物の中には、土に還
らずに残っている物が多いです。
SDGs という国連の目標を知っ
て、私は地球に優しい資源で、
快適に暮らせるという考え方で、
自分自身が納得できる家を建て
たいと思いました。／これを実
現させるために、今の
会社で学びながら、昔
の建物と真剣に向き合
い、現代の建物の削減
できる所や、もっと良
くできる所を見つけて
いきます。そして、学
んだことを更に仲間や後輩に伝えていき、
共感できる仲間を増やして、共に楽しく働
いていきたいと思っています」

第
29
期

田
邉

琢
磨
さ
ん
が
最
優
秀
賞

「
職
訓
生
等
交
流
集
会
」
ミ
ニ
弁
論
大
会

部
分
の
精
度
が
出
来
栄
え
左
右

で

き

ば



５
月
の
「
型
枠
・
鉄

筋
」
か
ら
始
ま
っ
た
各

専
門
工
事
職
体
験
授
業

は
７
月
５
日
の
「
板
金
」

が
最
終
回
。
松
本
建
築

板
金
㈱
（
武
蔵
野
市
）

の
松
本
守
史
社
長
が
講

師
を
務
め
、
丸
一
日
か

け
て
授
業
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

松
本
社
長
は
「
建
築

板
金
一
級
技
能
士
」

「
職
業
訓
練
指
導
員
」

で
あ
り
、
後
進
の
育
成

に
熱
心
で
す
。
約
一
時

間
か
け
て
、
材
料
、
屋

根
葺
き
の
種
類
、
道
具

を
解
説
し
た
後
、
実
技

実
習
に
移
り
ま
し
た
。

瓦
桟
葺
き
、
巻
鉤

（
ま
き
は
ぜ
）
葺
き
、

横
葺
き
の
作
業
を
実
地

で
体
験
で
き
る
の
は
貴

重
で
す
。
授
業
の
最
後

に
は
雨
ど
い
の
施
工
時

の
注
意
点
の
解
説
も
あ

り
ま
し
た
。

一
方
、
１
年
次
の
間

取
り
の
創
造
か
ら
始
ま
っ

た
住
宅
自
由
設
計
は
各

自
の
プ
ラ
ン
を
50
分
の

１
サ
イ
ズ
の
意
匠
模
型

に
表
現
す
る
段
階
へ
。

大
工
な
ど
施
工
系
の
職

種
で
あ
っ
て
も
設
計
の

仕
事
を
体
験
さ
せ
る
こ

と
が
狙
い
で
す
。
「
設

計
も
自
分
で
で
き
る
大

工
に
な
る
！
」
と
い
う

研
修
生
は
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
人
気
の
授
業

で
す
。
完
成
し
た
模
型

で
設
計
プ
ラ
ン
の
意
図

を
説
明
さ
せ
ま
す
。

「
建
築
材
料
実
験
」

は
工
科
高
校
の
建
築
科

の
多
く
で
受
け
る
授
業
。

カ
レ
ッ
ジ
で
も
基
礎
学

習
と
し
て
重
視
し
て
い

ま
す
。
様
々
な
材
料
の

物
性
を
学
習
し
た
後
に
、

圧
縮
、
引
っ
張
り
実
験

で
確
か
め
ま
す
。
コ
ン

ク
リ
ー
ト
は
調
合
設
計

か
ら
学
び
、
自
分
た
ち

で
製
作
し
ま
す
。
実
験

で
得
た
結
果
の
正
確
な

記
録
、
定
型
的
な
科
学

レ
ポ
ー
ト
を
完
成
さ
せ

期
日
ま
で
に
提
出
す
る

こ
と
も
求
め
ま
す
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
作

る
た
め
に
必
要
な
材
料

（
セ
メ
ン
ト
・
砂
・
砂

利
・
水
）
以
外
の
も
の

を
入
れ
る
と
、
強
度
は

ど
の
よ
う
に
変
化
す
る

か
、
木
の
強
度
は
継
手

の
形
や
加
工
の
精
度
で

違
い
は
出
る
か
、
な
ど

ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
み

な
が
ら
物
性
を
確
か
め

ま
す
。◇

◇

６
月
28
日
の
「
建
築

情
報
管
理
」
は
パ
ソ
コ

ン
（
Ｐ
Ｃ
）
入
門
講
座
。

ワ
ー
ド
の
使
い
方
か
ら

や
さ
し
く
教
え
ま
し
た
。

施
工
管
理
職
で
普
段
か

ら
Ｐ
Ｃ
を
使
う
人
か
ら

も
「
初
め
て
知
る
機
能

が
あ
っ
た
」
の
声
が
出

て
い
ま
し
た
。
秋
以
降
、

Ｃ
Ａ
Ｄ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
支
援
設
計
）
の
授
業

を
開
始
し
ま
す
。
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第31期生

（来年4月入学生）

入学応募対象者を

ご紹介ください。

「建築カレッジから

はじめよう！」が合言葉

カレッジは、どんな学校か、何を
学ぶのか、お伝えします。大工実技
実習の授業の一部も体験できます
（定員10人）。希望者にはカレッ
ジ職業紹介所が就職先の紹介も行い
ます。新入社員教育にカレッジを利
用（学費の全額を会社負担）する工
務店や建設会社に就職するチャンス
が得られます。
お申し込みはお早めに。右のQRコー
ドから登録フォームへ。

第
２
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

参
加
者
募
集
中

各専門工事職体験授業は本校母体の東京土建
の組合員さんの協力で実施（江東実習場）

各専門工事職実習で

建築板金を体験（7月5日）

雨漏りの原因、対策の豆知識も伝授

住
宅
自
由
設
計

意
匠
模
型
づ
く
り

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

つ
く
っ
て
み
た
！

6
月
28
日
の
授
業
か
ら

（
池
袋
校
舎
地
下
）

8月24日（日）池袋校舎で大工実技実習体験付き

6月15日のオープンキャンパス
参加の高校生たち


